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Program
■開場  13:00

　 

■開会挨拶  13:30～13:35

　 柿原　宏充（経済産業省 経済産業政策局 新規産業室 企画官）

■講演  13:35～14:05

　『ケースを用いた授業構築 ： 一橋ICSにおける取り組み』

 藤川　佳則 （一橋大学大学院
  国際企業戦略研究科（一橋ICS） 准教授）

■講演  14:05～14:35

　『具体的な教授法事例 ： クオリティ・エレクトロダイナミクス（QED）社』

 各務　茂夫（東京大学 教授／産学連携本部 事業化推進部長）

■休憩  14:35～14:45

■ディスカッション  14:45～16:00

　『ケースを用いてアントレプレナーシップを普及させるためには』

　　　　　　　　　　　　　  《モデレーター》 須賀　等（国際教養大学 グローバルビジネス課程 客員教授）

　　　　　　　　　　　　　  《ディスカッション参加者》 各務　茂夫（東京大学 教授／産学連携本部 事業化推進部長）

 高橋　徳行（武蔵大学 経済学部経営学科 教授）

 星野　裕志（九州大学大学院 経済学研究院 教授）

大学・大学院における起業家教育を効果的に実施するためには、理論面のみならず、具体的な企業や
起業家のケースを活用した実践的な講義と議論の場が重要な役割を果たします。ケースによる授業
では、課題発見能力、解決策の提案能力等を高め、学生の主体性を引き出すことに主眼が置かれます。

わが国の大学・大学院において起業家教育に携わる方については本セミナーが皆様の今後の講座の
運営にとって有意義なものになること、他の関係者の方についても実践的な人材育成について見識を
深める機会になることを心より期待しております。

講演 講師

藤川　佳則（ふじかわ よしのり）
一橋大学大学院 国際企業戦略研究科（一橋ICS） 准教授

大学・大学院起業家教育推進ネットワーク事務局

一橋大学経済学部卒業、同大学院商学研究科修士。ハーバード・ビジネススクールMBA（経営学修士）、
ペンシルバニア州立大学Ph.D.（経営学博士）。ハーバード・ビジネススクール研究助手、ペンシルバニア州立
大学講師、オルソン・ザルトマン・アソシエイツ（コンサルティング）、一橋大学大学院国際企業戦略研究科 
専任講師を経て現職。

各務　茂夫（かがみ しげお）
東京大学 教授 ／ 産学連携本部 事業化推進部長

一橋大学商学部卒業、スイスIMD経営学修士（MBA）、米国ケースウェスタンリザーブ大学経営学
博士。ボストンコンサルティンググループを経て、1986年コーポレイトディレクション（CDI）の設立に参画
（創業パートナー）、取締役主幹、米国CDI事務所長を歴任。2002年東京大学大学院薬学系研究科
教員となり、2004年東京大学 教授 産学連携本部 事業化推進部長に就任。 （株）東京大学エッジ
キャピタル監査役を兼務。学生起業教育プログラム「東京大学アントレプレナー道場」を主催。日本ベン
チャー学会理事。 

ディスカッション参加者

高橋　徳行（たかはし のりゆき）
武蔵大学 経済学部経営学科 教授

専門はアントレプレナーシップ。バブソン大学オーリン経営大学院修士課程修了（MBA）。著書には
『起業学の基礎』（勁草書房、2005年）など、訳書には『アントレプレナーシップ（William Bygrave & 
Andrew Zacharakis（2008）, Entrepreneurship, Wiley）』（共訳、日経BP社、2009年）などがある。

星野　裕志（ほしの ひろし）
九州大学大学院 経済学研究院 教授
神戸大学大学院 海事科学部 客員教授

日本郵船㈱、神戸大学経営学部および経済経営研究所（助教授）を経て、2003年九州大学大学院
経済学研究院助教授、2006年より教授。2007年～2009年九州大学ビジネス・スクール専攻長。ケース・
メソッド研究会主宰。主な著書 ： 『ケース・ブックⅠ ケース・メソッド入門』・『ケース・ブックⅡ 挑戦する企業』
（慶應義塾大学出版会）など。

モデレーター

須賀　等（すが ひとし）
国際教養大学 グローバルビジネス課程 客員教授 ／ 京都大学 産官学連携センター 非常勤講師
慶應義塾大学 経営管理研究科 非常勤講師

早稲田大学政治経済学部政治学科、ハーバード大学経営学大学院卒（ＭＢＡ）。1996年三井グループ系
ベンチャーキャピタル、㈱エム・ヴィー・シー初代代表取締役社長就任。タリーズコーヒージャパン㈱を同社
創業時に発掘、ナスダックジャパン（現・大証ヘラクレス）市場へ上場、2006年の同社の㈱伊藤園への経営
権の移転にも同社取締役副会長として大きな役割を果たす。2008年経済産業省所轄、創業・ベンチャー
国民フォーラム「Japan Venture Award 2008」中小企業庁長官賞受賞（起業支援家部門）。


